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         締   雷

 最近各科領域において，クu一ルプロマジン及

びトランキライザt一一一が広範囲に使用され，鎮痛鎮

静作用，精神的緊張および不安の除去に，かなり

良好な成績を挙げている。婦人科領域において

は，強化麻酔，術後及び分娩時金浜除去，妊娠悪

阻，更年期障碍等に用いられ，その効果について

多数の報告をみているが，月経時疹痛に対する報

告例は少いようである。当教室において本校学生

を対象として，月経時疹痛に，クP 一一ルプロマジ

ン及びトランキライザーを使用してその効果を観

察したので，報告する。

       調査対象および方法

 まず東京女子医科大学学生245名に聞診し，月経時

疹痛を有する87名，35．5％を選出し，これを観察対

象とした。

  クロールプ”マジンは吉冨製薬のコン｝ミン錠1錠

12．5mg を使用しナこ。

 月経時疹痛を有する者全員にコントミン錠であるこ

 とおよび月経時疹痛に対する薬効はなお不明であるこ

 とを明示して2錠ずつを分配し，痙痛時適宜にまず1

錠を服用せしめ，その効果のないときはさらに1錠を

 服用するように指示した。

  ｝ランキライザーは第一製薬のア〉ラキシン錠1錠

0．2gを使用し’た。

 87名の観察者のうち痙痛の程度によって大約2群に

分類し，疹痛のひどい者には4錠を，比較的弱い者に

 は2錠をア｝ラキシンと明示し，かっ効果不明の点を

 与
 量
1一一一”一’…

明らかにして分配し，これを痒歩出服用するように二

刀tし・た。

        結   桑

 効果および副作用について表し2，3，4のごと

き結果を得た。

        考   接

 クロールプロマジンは1950年フランスにおい

て合成され，交感伸経の強力な遮断作用，鎮静作

     表1 コントミン使用例の効果
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  表2 コン〉ミン使用例の副作用（61例）
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表4 ア〉ラキシン使用例の副作用（36例）

種 類 例 数

悪寒戦懐，発熱狸，紅熱様発疹 1

悪 寒 1

計 2 （5．4 ％）

用，代謝抑制作用を有し，トランキライザーは同

年ルードウィッヒ，ピーチにより米国において合

成され中枢神経内遮断作用を有し，筋弛緩，脳に

対する鎮静作用を有するものである。

 両者ともに近年かなり広範囲に各科領域におい

て使用され，その報告も枚；挙にいとまもないほど

である。産婦人科領域においても，無痛分娩，子

病妊娠悪阻等に用いられ，良好な効果を挙げてい

るが，．月経困難症に対し使用した報告例はきわめ

て少なく，クU一一ルプロマジンでは田代氏ユ），

Chamblin W．D．2）らの報告例，トランキライザー

では増岡5），田淵4）氏らの報告例等数例を数える

にすぎない。

 月経困難症の発生機序，原因は一・元的なもので

はなく，したがってこれの治療法もそれぞれに応

じ適当な治療法が選ばれなければその効果は期待

できない。

 現今までに行われてきた治療法は，ホルモン療

法，理学的療法，生活様式の変化，更に手術的療

法，脳下垂体あるいは間脳，甲状腺のレントゲン照

射等であるが，一方根本的治療法とはなり得ない

が，神経感受性；昂進を緩和する目的で種々の薬物

療法が行われている。爾来，種々の鎮痛剤，パパ

ペリン，ピラミドン，ルミナール，フェナセチン

アスピリン，塩酸プロダリン等が用いられて来

た。

 最近クロールプロマジン及びトランキライザー

が各科領域にわいて鎮痛鎮静に用いられ，良成績

を得ているので，これを月経心奥痛に応用せんと

試みた。

 月経痛の原因について精密な検査を行い，それ

ぞれに適当なる治療をすべきであるが，本校学生

の場合は大多数のものが原発生機能性月経困難と

認められるので，ただ問診によって程度をきめ，

クn一ルプロマジンおよびトランキライザーを与

え，その効果を観察した。また精神的の治療に対

する暗示を避けるために，薬品名とその効果不明

の点を明示しておいた。

 コントミン服用両名中効：果のあった者は24名

で，その有効率は39．3％，アトラキシン服用者

36名駅効果のあった者は9名で，その有効率は25

％であった。

 田代氏等は月経痛を有する者60名についてその

程度の軽：重にかかわらず，コントミン（12，5mg）

1回2錠，1日1～2回用いてその効果を観察して

いるが，軽度の者ではユ回1～2錠，1日1回，障

碍のひどい者は1回2錠，1日1～2回与えて相当

の効果が期待できると報告している。Chalnblin

W．D．等によれば，48名の原発性月経障碍を有

する看護学院の生徒を対象として，これにクU・一一

ルフ。mマジンおよび他の鎮静剤を与えて両者の効

果を比較し，クロールプロマジンの有効率は約40

％で，他の鎮静剤と効果はほとんど同程度であ

り，クローールフ。ロマジンと他の鎮静剤とを混用す

れば，非常に有効であると述べ，とくにクm一ル

プロマジンは月経時三三に悪心嘔吐を伴うものに

対して制吐作用があると述べている。．、．

 また田淵氏は月経前緊張症5例にアトラキシン

を用い，5例とも有効であったと報告し，増岡氏

は月経痛を有する者4例にアトラキシンを用い，

3例に有効で1例は無効であったと報告してい

る。

 これ等の報告例では，コントミン，アトラキシ

ンは月経時疹痛に対して相当の有効率を認めてい

るのに比し，当教室の実験結果は相当低率であ

る。医学生などの知識階級の者では相当批判的で

あるために，月経時疹；痛に対してクロールプロマ

ジン及びトランキライザt一一一の有効率が他に比して

低いのではないかと訴える。

 コントミンの副作用については，催眠傾向，眩

量，口渇，血圧下降，心悸冗進，全身倦怠等が多

く報告されているが，当教室においても睡気が最

も多く16例を数えている。野洲氏5）によれば，外

来患者の治療に際して催眠傾向と起立性心1血旺に

ついては注意しなければならないが，その他の副

作用についてはあまり苦痛とならないと述づてい

る。学生，勤務者等の月経困難症にコントミンを

用いる場合には，睡気等の副作用は好ましくない

と考えられる。またOwenの特写粒細胞症の死

亡例，Winkelman等の精神病患者の長期投与例

に認めた黄三三生のごとき箪症例の報告がある
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が，我々の実験の如くコントミン使用量の少い揚

合はそのような重症な副作用に対する憂慮の必要‘

はないと考えられる。

 つぎにアトラキシンの副作用については，胃障

碍，眩最，全身倦怠，肝障碍，下痢，時に重篤な

アレルギーの報告が認められるが，多くの人は何

ら副作用はないと報告している。当教室の実験に

おいても94．6％は何ら副作用を認めなかったが，

2例中1例に悪寒戦傑，発熱，狸紅熱様発疹の重

症症状を呈し，1例に悪寒を感じている。重症例

に対しては，ブドウ糖，グロンサン，メチオニン，

抗ヒスタミン剤を用いて軽快した。副作用が少い

といわれるアトラキシンにおいても，かかる重症

例が認められたことは使用に際して注意すべきこ

とと考えられる。

         結   論

 東京女子医大学生245名中，月経時疹痛を有す

る87名を対象とし，コントミンおよびアトラキ

シンの月経時疹痛に対する効果を観察し，コント

ミンでは39．3％有効，アトラキシンでは25．0％

有効であり，コントミンでは睡気その他の副作用

を認め，アトラキシンでは大部分に副作用を認め

なかったが，重症症状を呈する者1名を認めると

いう結果を得たので，ここに報告した。

 欄筆するにあたり，御懇篤なる御指導，御校閲を賜

った柚木教授に深く感謝いたします。
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